
平
成
二
十
二
年
二
月
二
十
四
日
提
出

質

問

第

一

六

二

号

外
務
省
参
与
が
公
の
場
で
内
閣
総
理
大
臣
を
批
判
し
た
こ
と
の
是
非
に
対
す
る
鳩
山
由
紀
夫
内
閣
の
見
解
に
関

す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

鈴

木

宗

男
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外
務
省
参
与
が
公
の
場
で
内
閣
総
理
大
臣
を
批
判
し
た
こ
と
の
是
非
に
対
す
る
鳩
山
由
紀
夫
内
閣
の
見
解
に
関

す
る
質
問
主
意
書

一

現
在
外
務
省
参
与
の
任
に
就
い
て
い
る
者
は
誰
か
、
全
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

二

一
の
者
の
う
ち
、
外
交
旅
券
を
支
給
さ
れ
て
い
る
者
は
い
る
か
。
い
る
の
な
ら
、
誰
に
対
し
、
ど
の
様
な
理
由
に
よ
り
支

給
さ
れ
て
い
る
の
か
説
明
さ
れ
た
い
。

三

一
の
者
に
対
し
、
年
間
ど
れ
だ
け
の
報
酬
が
支
払
わ
れ
て
い
る
の
か
、
そ
れ
ぞ
れ
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

四

一
の
者
に
対
し
、
外
務
省
内
に
執
務
室
は
用
意
さ
れ
て
い
る
か
。

五

一
の
者
は
、
外
務
省
参
与
と
し
て
、
我
が
国
の
外
交
に
ど
の
様
な
責
任
を
負
い
、
職
務
上
ど
の
様
な
義
務
を
課
せ
ら
れ
る

の
か
説
明
さ
れ
た
い
。

六

北
岡
伸
一
東
京
大
学
教
授
は
、
現
在
外
務
省
参
与
の
任
に
就
い
て
い
る
と
承
知
す
る
。
右
の
者
に
対
し
、
外
交
旅
券
は
支

給
さ
れ
て
い
る
か
。

七

北
岡
氏
に
対
し
て
、
年
間
ど
れ
だ
け
の
報
酬
が
支
払
わ
れ
て
い
る
か
。

八

北
岡
氏
に
対
し
て
、
外
務
省
内
に
執
務
室
は
用
意
さ
れ
て
い
る
か
。

一



九

北
岡
氏
は
、
外
務
省
参
与
と
し
て
、
我
が
国
の
外
交
に
ど
の
様
な
責
任
を
負
い
、
職
務
上
ど
の
様
な
義
務
を
課
せ
ら
れ
る

の
か
説
明
さ
れ
た
い
。

十

本
年
一
月
十
五
日
、
米
国
の
首
都
ワ
シ
ン
ト
ン
に
お
い
て
日
米
安
全
保
障
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
た
。
右
セ
ミ
ナ
ー
に
は

北
岡
氏
も
出
席
し
て
い
た
と
承
知
す
る
が
、
北
岡
氏
以
外
に
右
セ
ミ
ナ
ー
に
出
席
し
た
外
務
省
職
員
は
じ
め
政
府
職
員
は
誰

か
、
全
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

十
一

週
刊
朝
日
二
〇
一
〇
年
三
月
五
日
発
売
号
に
は
、
「
外
務
省
ブ
レ
ー
ン
が
…

日
本
大
使
館
主
催
セ
ミ
ナ
ー
で
鳩
山
首

相
批
判
を
大
展
開
」
と
の
見
出
し
記
事
（
以
下
、
「
週
刊
朝
日
記
事
」
と
い
う
。
）
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
岡
田
克
也
外

務
大
臣
は
右
記
事
を
読
み
、
そ
の
内
容
を
把
握
し
て
い
る
か
。

十
二

「
週
刊
朝
日
記
事
」
に
よ
る
と
、
北
岡
氏
は
セ
ミ
ナ
ー
の
席
上
で
、
「
（
北
沢
俊
美
）
防
衛
相
も
（
岡
田
克
也
）
外
相

も
首
相
も
、
ス
タ
ー
ト
時
は
同
じ
ぐ
ら
い
情
勢
に
関
し
て
無
知
だ
っ
た
。
し
か
し
、
防
衛
相
も
外
相
も
少
し
ず
つ
進
歩
し
て

い
る
が
、
首
相
は
ほ
と
ん
ど
進
歩
し
て
い
な
い
」
、
「
普
天
間
問
題
よ
り
も
深
刻
な
の
は
、
こ
の
問
題
に
対
す
る
首
相
の
マ

ナ
ー
だ
。
防
衛
相
や
外
相
が
何
か
言
っ
た
と
き
、
鳩
山
首
相
は
ま
る
で
第
三
者
の
よ
う
な
物
言
い
を
す
る
」
、
「
首
相
は
五

月
ま
で
に
問
題
を
解
決
す
る
と
言
っ
た
が
、
非
常
に
心
配
だ
。
首
相
が
本
当
に
自
信
を
持
っ
て
発
言
し
た
の
か
、
疑
問
に
思

二



う
」
等
、
鳩
山
由
紀
夫
内
閣
総
理
大
臣
を
批
判
す
る
発
言
を
し
た
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
右
は
事
実
か
。
外
務
省
と
し
て
、

右
に
関
す
る
事
実
関
係
を
正
確
に
把
握
し
て
い
る
か
。

十
三

北
岡
氏
が
セ
ミ
ナ
ー
の
席
上
、
十
二
で
触
れ
た
様
な
発
言
を
し
た
こ
と
が
事
実
な
ら
ば
、
そ
れ
は
外
務
省
参
与
の
職
に

就
い
て
い
る
者
と
し
て
適
切
で
あ
る
か
。
岡
田
大
臣
の
見
解
如
何
。

十
四

「
週
刊
朝
日
記
事
」
に
よ
る
と
、
北
岡
氏
は
自
身
の
発
言
を
認
め
た
上
で
、
「
や
や
失
礼
だ
っ
た
と
は
思
う
が
、
こ
れ

こ
そ
が
私
た
ち
が
自
由
主
義
国
家
に
い
る
こ
と
の
証
し
で
す
」
と
述
べ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
外
務
省
職
員
が
公
の
場
で

「
進
歩
し
て
い
な
い
」
等
と
、
内
閣
総
理
大
臣
を
こ
き
下
ろ
し
、
批
判
を
行
う
こ
と
は
許
さ
れ
る
か
。
岡
田
大
臣
の
見
解
如

何
。

十
五

本
年
二
月
十
日
、
宮
城
県
の
陸
上
自
衛
隊
王
城
寺
原
演
習
場
に
お
け
る
米
国
陸
軍
と
の
共
同
訓
練
開
始
式
で
、
陸
上
自

衛
隊
第
六
師
団
第
四
十
四
普
通
科
連
隊
の
中
沢
剛
連
隊
長
・
一
等
陸
佐
が
、
「
同
盟
と
い
う
も
の
は
外
交
や
政
治
的
な
美
辞

麗
句
で
維
持
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
ま
し
て
や
『
信
頼
し
て
く
れ
』
な
ど
と
い
う
言
葉
だ
け
で
維
持
さ
れ
る
も
の
で
は
な

い
」
と
、
昨
年
十
一
月
十
三
日
、
鳩
山
総
理
が
来
日
し
た
オ
バ
マ
米
国
大
統
領
と
会
談
し
た
際
、
オ
バ
マ
大
統
領
に
対
し
、

普
天
間
飛
行
場
移
設
問
題
に
関
し
て
「Trust

m
e

（
私
を
信
じ
て
ほ
し
い
）
」
と
の
旨
の
発
言
を
し
た
こ
と
を
批
判
す
る
か

三



の
様
な
訓
示
を
述
べ
た
こ
と
に
関
し
、
本
年
二
月
二
十
三
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
政
府
答
弁
書
（
内
閣
衆
質
一
七
四
第
一
一

五
号
）
で
は
、
「
御
指
摘
の
『
中
沢
発
言
』
は
、
国
家
の
意
思
に
基
づ
き
行
わ
れ
る
政
治
や
外
交
の
役
割
を
否
定
し
て
い
る

と
受
け
取
ら
れ
か
ね
ず
、
ま
た
、
自
衛
隊
の
最
高
指
揮
官
で
あ
る
鳩
山
内
閣
総
理
大
臣
の
御
指
摘
の
発
言
を
揶
揄
し
て
い
る

と
い
う
誤
解
を
招
く
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
て
お
り
、
自
衛
隊
が
厳
格
な
文
民
統
制
の
原
則
の
下
に
あ
る
こ
と
を
踏

ま
え
る
と
、
幹
部
自
衛
官
で
あ
り
、
か
つ
、
部
隊
指
揮
官
で
も
あ
る
者
の
公
の
場
に
お
け
る
発
言
と
し
て
ふ
さ
わ
し
く
な
い

も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
。
」
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
。
自
衛
官
と
外
交
官
と
い
う
立
場
の
違
い
が
あ
る
と
は
言

え
ど
も
、
外
交
官
も
自
衛
官
同
様
に
、
自
身
の
最
高
幹
部
で
あ
る
内
閣
総
理
大
臣
を
公
の
場
で
批
判
す
る
、
ま
し
て
や
「
無

知
だ
」
、
「
進
歩
し
て
い
な
い
」
等
と
、
能
力
や
人
格
を
疑
う
か
の
様
な
発
言
を
す
る
こ
と
は
、
我
が
国
が
自
由
主
義
国
家

で
あ
る
か
否
か
と
は
全
く
関
係
が
な
く
、
外
務
省
に
籍
を
置
く
者
と
し
て
あ
る
ま
じ
き
行
為
で
あ
る
と
考
え
る
。
こ
の
様
な

者
を
外
務
省
参
与
の
職
に
就
か
せ
て
い
る
こ
と
は
、
果
た
し
て
適
切
で
あ
る
か
。
岡
田
大
臣
の
見
解
如
何
。

十
六

昨
年
十
一
月
、
行
政
刷
新
会
議
に
よ
る
事
業
仕
分
け
が
行
わ
れ
た
時
、
北
岡
氏
は
自
ら
先
頭
に
立
ち
、
他
の
大
学
教
授

ら
と
共
に
月
刊
誌
「
外
交
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
の
存
続
を
訴
え
て
い
た
が
、
本
年
二
月
、
同
誌
は
廃
刊
さ
れ
る
こ
と
が
決
定
し

た
。
結
果
と
し
て
北
岡
氏
は
、
税
金
の
無
駄
遣
い
を
主
張
し
て
い
た
に
等
し
い
と
考
え
る
が
、
こ
の
様
な
者
を
外
務
省
参
与

四



の
職
に
就
か
せ
て
い
る
こ
と
は
、
果
た
し
て
適
切
で
あ
る
か
。
岡
田
大
臣
の
見
解
如
何
。

右
質
問
す
る
。

五


